



富 田 英 典
「特 定 の他 者 」 と の間,第 一 次 的 集 団 の中 で 「コ ンサ マ ト リー ・コ ミュニ ケー
シ ョ ン」 が成 立 す る一 方 で,都 市 空 間 で は,匿 名 性 の社 会 が 登 場 して い る。 そ
して,そ こで は,不 特 定 の 他者,多 数 の見 知 らぬ他 者(ス トレ ンジ ャー)と の
間 に 「匿 名 性 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」 が行 わ れ,対 面 的な ス トレ ンジャー ・ワー
ル ドが 成 立 して い る。
他 方 で,現 代 社 会 は情 報 社 会 と も言 わ れ る。 今 日の情 報 社 会 は,テ レ ビ,新
聞,ラ ジ オ と い っ たマ ス メデ ィア だ けで な く,電 話 とい う通 信 メ デ ィア の発 達
に よ って も支 え られ て きた。 電 話 の利 用 形 態 は,吉 見 俊 哉 た ちが 指 摘 して い る
よ う に,イ ンス トゥル メ ン タル な もの(用 件 電 話)か らコ ンサ マ ト リー な もの
(お し ゃべ り電 話)へ と移 行 して い る。
部 分 的 ・間 接 的 で あ る 「メ デ ィア ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 は,技 術 革 新 を 繰
り返 しな が ら全体 的 ・直 接 的 な 「対 面 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 に限 りな く近 づ
く。 例 え ば,電 話 は ヴ ィ ジ ュア ル な部 分 の欠 落 した メデ ィ アで あ り,TV電 話
にな る こ とに よ って そ れ を獲 得 す る こ とに な る。 一 般 的 に は,そ う考 え られ て
い る。
しか し,「 電 話 」 と 「TV電 話 」 の 関係 に 「ウ ォー ク マ ン」 と 「音 楽 用LD」
の 関係 を重 ね合 わ せ て み る と,別 の観 点 が 見 え て くる。 私 た ち は,ウ ォ ー ク マ
ンで音 楽 を聴 い て い る時 に,ヴ ィ ジュ ア ル な部 分 が 欠落 して い るとは感 じない。
電 話 も同 じで あ る。 電 話 の声 も,も と もと ヴ ィジ ュ アル な部 分 の存 在 しな い 音
に な り得 る。 私 た ち は,そ こに 「声 の快 楽」 とで も言 え る もの を体 験 して しま っ
た。 そ れ は,TV電 話 や 対 面 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに還 元 で き る もので はない。
私 た ち は個 々 の メ デ ィア の中 に固 有 の 快 楽 を 見 っ けて い る。 情 報 社 会 を考 え
る上 で,メ デ ィア の発 展 を 一 本 の 直 線 の 上 に並 べ て,そ の機 能 の優 劣 だ け で 現
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代 社 会 へ の影 響 を考 え る時代 は過 ぎ去 ろ う と して い る。
**
NTTは,平 成 元 年 に,ア メ リカの電 話 サ ー ビス 「900番 サ ー ビス」 と同
種 の情 報 料 回 収 代 行 サ ー ビスを 開始 した。 周 知 の通 り,「 ダイ ヤ ルQ2」 と呼 ば
れ る この サ ー ビス は,大 きな 社 会 問題 を 引 き起 こ した。
特 に問 題 に な った番 組 は,「 ア ダル ト番 組 」 「ツ ー シ ョ ッ ト」 「パ ー テ ィー ラ
イ ン」 で あ った。 「ア ダル ト番 組 」 は成 人 向 け の電話 放 送 番 組 「ッー シ ョッ ト」
は見 知 らぬ男 女 が 声 だ け の デ ー トをす る番 組,「 パ ー テ ィー ライ ン」 は数 人 の
男 女 が電 話 で会 話 をす る電 話 パ ー テ ィ ーで あ る。 これ らの番 組 に対 す る社 会 の
評 価 は極 め て厳 し く,特 に 「ッ ー シ ョ ッ ト」 は,番 組 自体 が 廃 止 に追 い込 まれ
た。
「ッー シ ョッ ト」 と 「パ ー テ ィー ラ イ ン」 が爆 発 的 な人 気 を集 め た理 由 は,
そ れ らが不 特 定 の見 知 らぬ他 者 と の間 に コ ンサ マ ト リー ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン
を成 立 さ せ て くれ たか らで あ る。 た だ,こ の よ うな コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの芽 は,
す で に パ ソ コ ン通 信 の 「フ ォ ー ラム」 や 「チ ャ ッ ト」 の中 に存 在 して い た。 し
か し,パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ ー と電 話 で は,そ の普 及 率 は比 べ もの に な ら
な い。 ダイ ヤ ルQ2の 「ッ ー シ ョ ッ ト」 「パ ー テ ィー ライ ン」 が注 目 を集 め た の
はそ の た め で あ る。
ダイ ヤ ルQ2の 「ッ ー シ ョ ッ ト」 で は,利 用 者 は,「0」 ボ タ ンを プ ッシュ し,
相 手 を切 り替 え な が ら見 知 らぬ異 性 との親 密 な会 話 を繰 り返 して い る。 メ デ ィ
アの 中 に成 立 す る匿名 性 の空 問 の な か で,お 互 い にStrangerの ま ま親 密 な コ
ミュニ ケ ー シ ョンを楽 しん で い る の で あ る。
そ こで,こ の よ うな彼 らの こ とを"lntimateStranger"と 呼 ん で お きた い。
そ れ は,「 メ デ ィア の中 だ けで 親 し くす る他者 」 で あ る。
**
高度情報社会,マ ルチメディア社会にっいての議論が盛んであるが,現 実に






そこにインターネット,携 帯電話,PHS(パ ーソナル ・ハ ンディホン・シ
ステム),最 近発売 されたNC(ネ ットワーク ・コンピュータ)な どが加わり,
通信メディアをめぐる状況は目まぐるしく変わりつつある。
携帯電話 ・PHSが 社会に及ぼす影響,利 用の形態などについては,今 後の
研究を待たねばならないが,こ れ らがさらに普及する可能性は,お そらく多 く
の研究者が認めるところであろう。また,「今世紀中にパ ソコンを しの ぐ新市




ただ,メ ディアの有用性(機 能性)と 共有性(普 及度)が 必ず しも一致 しな
いという点は,こ れまでも問題にされてきた。新 しいメディアが普及するには,
有用性とは別のプラス ・アルファーがあってこそ急速に普及すると考え られる
のである。そのプラス ・アルファーとは,お そらく 「メディアが作 り出す欲望」
であろう。
今日の高度情報社会,マ ルチメディア社会が,現 代人の中にどのような欲望
を生み出すのかを正確に予測することは難 しい。 しか し,都 市空間に成立 して
いる匿名性の世界が,新 しいメディアの中に持ち込まれたとき,私 たちは,お
そらくそこに,よ りリアルな"lntimateStranger"と しての快楽を求 めるこ
とになるはずである。
都市空間に発生 した匿名性の世界 は,周 りの目を気にせず自由に振る舞える
場所でもあるが,孤 独で危険な空間でもある。 ところが,メ ディアの中に成立
する 「匿名性」は,孤 独で危険な匿名性の都市空間の中に新たな 「親密性」を
成立させることになる。 これまで 「匿名性」の中に認められてきたネガティブ
な部分が情報社会における 「親密性」を成立 させる基盤へと転化 し始あている
のである。
「顔のない世界」「名前のない世界」の中でこそ,他 者 との親密な関係が成




ger"た ちが 作 り出す 社 会 と は,ど の よ うな社 会 な の か 。 そ の プ ロ セ ス で い っ
た い今 何 が 起 こ ろ うと して い るの か。 そ れ を探 る ことが,私 の研 究課題 であ る。
(とみたひでの り 佛教大学社会学部応用社会学科助教授)
